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1
.

( ) 与式 =

- a × 4 acbz × 3

- 2 ab 2

=6

=②
=
= 3B + 2
～

( 2 - √≡ )
2

= 22 - 2 × 2 ×Ʃ ← I
2

= 4 - 43 + 2

= 6 - 43
～
～

よって

与式 = 33 + 2 + 6 - 4冷
= 8 -Bmm

(3) Ax
'

t 4 x - 7 a -16 = 0 に x = 3を 代入 して

9at 12 - 7 a - 16 = 0

2 a = 4 ∴ a = 2
～～

Ax ' t 4 x - 7 a - 16 = 0 に a = 2 を 代入 してて
2 x

×
+ 4 x - 14 - 16 = 0

x
+

2 x- 15 = 0

(x - 3 )(x + 5 ) = 0

x = 3 以外 の 解 なので
x
= - 5
m



( 4 )
aY Y = Axz

Y = ax ( a 7 o )によと(a 70 )

惑… 。 m変域

- 3 ≡ x ≡ 1 のとき
,
Y の

m～

変域 は

> x
O ≤ 2 ≤ 99～ー□

0- 3 し
x の 変淑よって

C = 0 , d = 9
am

y = bx +! Y Y = bxt 1 ( b < o ) においてbco )
… 3 bt 1.

-3 ≡ x ≡ 1 のとき Y の
～

ー Y の変域成 変域 は

> x bt 1 ≡ y ≤ - 3 b
～
mユ

x の変域

① と ② の 変域 が 等 しの

③ ⇒ b = - 10 = b +

19
a = - 3 b

か
ー *ロ□

ロロ

b = - 1 を ④ に 代入 して

9 a = - 3 x (- 1 ) + 1

= 4

∴ a = 4
a = 94 は a 7 o を

,

b = - よ b < O を満 たす
。

よて ,
a

= 4

,
b

=mmm



( 5 ) n ≤ √x ≤ n 1 を 2乗し

n
≤

x ≤ ( n + 1 )
2

したがて 。 いから
(

n * 1 )
"

の 間 に 自然数 が
100 個 あれば 良 い
≤ x ≤ を 満 たす 自然数は25

2
.

3
,
4 . 5 の 4 hである違5 - 2 +1

=

したがて
( nt 1) -

n

+ 1 = 100

+
2

nt 1- nt = 100
2 n = 98 ⇒ h = 49

m

( 6) 最大公約数 gcd と 書 く

計算
A B god 計募 計算 A B ged 方法

計算
4 1 atb 5 4 1 atb ク
5 s atb ⑥ 5 1 atb ⑨
6 s Atb 7 3 6 2 b ⑥

1
7 1 atb ⑧ 7 1 atb ⑩
8 1 atb 9 8 1 atb い

4 2 Zab ④ 4 4 ab42
5 1 atb 7 5 1 atb 9

6 3 ab 泊 4 6 2 Fab 4√3
2

ク 1 atb 9 ク 1 atb い

8 4 Zab 4Ʃ 8 4 Ʃab ⑧



カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 20通 り 。 そのうち

きまりにしたがって 計算 した 結果 が 偶数 となるのは
7通 り 。よって求 める確率 は

ψ
偶数⇒ 2 × 整数, 2 ×γ は 偶数でない

。

( 7 ) もとの 自然
数の 十 の 位 を x一 の 位 を Y

とする
。
ただし Ox ≤ 9 . 0 ≡ Y ≤ 9 である

。

a = 1 ox ty

b = 10 ytx

より

ba - a '
=

i 0 ytx )2
-

Cloxty )
2

99 99

=

100 y
2

t 20 xytx - ( l 00
x

+ 20x 4 ty)

99

=

-99x + 99 y
2

99

= y
2

-
x

= ( Y t x )( y - x)

よ 。 て ( ft xxy - x )= 24 を 満 たす x . Y を 求 めるる

A = Ytx . B = Y - x とおくと ,

AB = 24

である 。



① A = 1
,
B = 24 のとき

{ Yt x = 1
⇒ x =

,

y=⑪3
y - x = 24

～
～

整数 でないよって 不適 負 であり

② A = 2
,

B= 12 のとき整数でないい

{ Y t x = 2

⇒ x =
. y = 7賞Y - x = 12

よって 不適
③ A = 3

.

,B = 8 のとき

{ Y + x = 3
⇒ x= iy=Y - x = 8

よて 不適 負 であり
～

整数 でない

整数 でない
④ A = 4

,
B = 6 のとき

Yt x =
4

{ y - x = 6
≡ x = iy= 1

員
よって 不適

⑤ A = 6
.
B = 4 α とき

{ Y + x = 6
⇒ x = 1

,
y = 5

yY -x = 4

よって 適 する
。

このとき

a = 10 xty =凸
⑥ A = 8

.
B = 3 のとき

Y tx = 8

y - x =3{ ⇒ x = 5 , は =
#整数 でな

～

よって 不適



⑦ A = 12
,
B = 2 のとき

{ Y t x = 12
⇒ x = 5

.
y = 7

y - x = 2

よって 適 する 。

このとき

a = 10 xty =⑪

⑧A = 24. B = 1 のとき

{ Yt x
= 24

⇒ x = ② 3 , y =
5

yY -x = 1

よって 不適 整数 でない
～～

以 上 より a = 15
.
57

~～～

( 8 )

Y = 5 xDC = EA- 3 cm

ー ①

( 5
,
5) 点 A は Y = 5 x 上 に

あり x = 5 なので羲 Y = 5 × 52

= 5 ∴ . A (5
,
5 )

( o
,

- 1

)e

( t , 01 直線l の 式 を Y = axtb
とおく 。 1次関数では
傾 き = 変化 の 割合 なので

、

a =

Y の 増加量
x の 増加量

=

5 - (- 1 )
… AB の 傾 きより

5 - 0

5
=



また
,
切 片 は 点 B であり

B

( O -1 ) より

b = -
1

よて 直線( の 式 は

y = 5 x
～

点 C

Y = ⑤ x - 1 上 にあり x = t なので

y = 5
⑤
t - 1 : . C (

t ,
⑤
t - 1 )

点 D

Y = ⑤ x 上 にあり
.

x = t なので

y = 5 t2 : D ( t
, ⑤ t )

上
x = t であり

,

Y 座標 は 点 A と 等 しので
E ( t

,

5 )

よて
( t

,

5 ) ( 5 , 5 )

AE = 5 - t
.

… x 座標 の 差

↓
しt まt) DC = 5 t ー ( ⑤ t - 1 )

… と座標の
差

→
t

, 5 ヒリ



の① より

ち t ー ( 5 ⑤ t - ) = 5 - t( ) - 3

式 を 整理 して

Bt - ⑤tt 1 =
- t + 2

t
-

6 t t 5 = - 5t + 10

t
ュ
- t - 5 = 0

解 の 公式 より

- ( - 1 ) ± √ -) ー 4 × 1 × 15 )
ー

t =
2

=

1 ± √ 2T
2

tc o より

t=
照

2
.

( 1 )

① ↓面積 S ↓
求 める 長さ 求 める 長 さを bcm とする

。

1
. 鱷



②

O DHE と OBFE において

共通 な 角 は等 しから
∠ DEH = LBEF ー⑦

ー

仮定 より

こ CH = BG ー⑨
n

1 いリ

ロ ABCD はひし 形 なので

DC = CB ー 回

ABIDC より 同位角 が 等 しので
∠ DCH = LCGB ー②

⑨
,

.
⑨

,② より 2 組 の 辺 とその間 の 角 がそれぞれ

等 しいので
,

0 DCH ≡ 0 CBG

対応 する 角 は 等 しいので

∠ DHC = LCGB = 900

よって CDHE = 90 ー ⑤

BFIDE より

∠ BFE = 90ー⑦
⑨
,
⑦ より

∠ DHE = LBFE 一 ②

⑦
,

② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
ODHE ∞ O BFE (証明終わり )



( 2 )

①

イ Λ
o{305《

ワー
、

2
ー八 1

DABCD はひし形 なので

AB = BC = CD = 7 cm

( い ) ② の 証 明 途中 より ODCH ≡ 0 CGB なので

対応 する 辺 は 等 しから
CH = GB = 2 cm

mm

OD CH で 三 平方 の 定理 より

DH = V√5
: √49 -
4

2
= = 3 √5

im

ODH E で 三平方 の 定理 より

E )?
√
45 -9,= 54

= 3点 = 36

( 1 ) ② より O DHE ∞ O BFE なので 対応 する 辺 の 比

は 等 しいから

DE : BE = HE :FE
品 台 箪



よって

3VEFE = 36

FE = 最 ? ⑧×☆
:=o

= 2t6cmmm

②

6
ー ー
\ ノ

足 Bo
\

治

)
ー

ク ×
～
2
"

3

1

O FJD EOFB においてE

DJ 11 B E より 錯角 が等 しので
∠ FJD = L FBE

一 凸
LFDJ = LFEB ー⑨

⑦, ① より2 組 の 角 がそれぞれ 等 しから
O FJD ∞ OFBE

ここで
、

( 2 ) ① より DE = 3～6
.

FE = 26 なので
DF =Ecmmm



相似 な 三角形 の 対応 する 辺の 比は 等 しいので
FD : FE = JD : BE

同 τ
…

12

よって

1 : 2 = JD : 12 ⇒ JD = 6 cm
～

L FJD で 三平方 の 定理 より

FJ =√嫥
?
=√30⑪=√30 cm
6
～

:
ー

7

また OIJD と OIBC において

DJ / BC より 錯角 が 等 しので
LIJD = LIB C ー 回
LIDJ = ∠ ICB ー⑧

⑨
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しから

O IJD CS L IBC

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
ID : IC = JD :BC 6.



D C = 7 cm より

DI =

6 +" 7 = 13
O DIF で 三平方 の 定理 より

IF = √ () - .γ器 =√?
=

=5

よて

IJ = IF + FJ

ー
3

.

(い ) ア : 込 AB E辺 BF

の① は 交 わるため

ねじれの 位置 でない

イ ; 辺 EH と 辺 BFは①
平行でなくかつ
交わらないので

ねじれの 位置 である
。



ウ : 辺 BF と 辺 CG を 延長 すると 交わるので
、

ねじれの 位置でない
ェ : 辺 BF と 辺 G H は 平行 でなくかつ 交わらな⑨

のでねじれの 位置 である
。

オ :辺 BF と 辺 は 平行 でなくかつ 交わらないDH
のでねじれの 位置 である

。

⇒ 辺 BF と 辺 DH を 延 しても 交 わらない長

② 難問

.

C

) TEFPFacs
開国

A
BN K

工 J G
⑦

F

E



OBEF と L JEF におて , 底辺を EF とすると

面積 比 は 高 さの 比 となる
。

高 さの 比 は BF : JF と 等 しいので
LK

2 つの 三角形 は 相似 なので
可

BX : JY = BF : JF
E X Y

F

δ BEF の 面積: OJE F の 面積= BF : JF - ～

～
⑦

同様に OBFG と O JF G において 底辺を FG と

すると , 面積 比 は 高 さの 比 となる
、

高 さの 比 は BF : JF と 等 しの

O BFG の 面積 : 0 JFG の 面積 = BF : JF
～

ー⑩
より⑦

.

イ

BEF : OJEF = OBFG :OJFGm
～ m

⇒ O BFF : OBFG = OJEF :OJFGem
m～

2 : 3 = 4 : 6より 2 : 4 = 3 : 6
～～ m orum m

～

したがって 内 側 の 比 を 入 れ替 えても
比 は 変 わらない

したがって OJEF と 0 JFG の 面積比 を求め

るには OBFE と OBFG の 面積比を 求 めれば

良 い
。



A ー

2

B.
左 国図 において で

ノ 八
I4 議 議 ∞ 4J 三平方 の 定理 より

x =√ 4- 21 凸 =√ 16 - 4
ー

El22←
21 F

= 2√3 = 2√3
6

X □ AE FB は 等脚台形
よて OBE F の 面積 は

である
。

文 × 6 ×
2「3 = 6√3 cm

、

ー
ィ 左 国 においてで

4

l後
F 三平方 の 定理より

Y = √ 4 - ロ
ー

* □ AEFB ≡ □ DHGC であり

= √5 AE = BF なので DH = CG = 4 cm

よ 。 て □ BFGC は 等脚台形
よて OBF G の 面積 は

文 × 4 × √☆ = 2√75 cm
2

以上 より
L JEF : L JFG = 0 BFE : O BFG

= 6√ 3 :√2

⇒ 6B 0 JFG = 5 0 JEF2

∴ □ JFG =

0⑪ 0 JEF
2

= 35 0 JEF



よって JEG は OJEF の 5 倍 である
～

③ 難問

I

AB
2

、

∞ J 〉 ?産 産 産 ⑨
E2 FX2

x E Fー
4
√

上 国 のように □ AEFB の を 取 り 除きと
で 考 える

B (C )

ー
B 2
.c

ノ

チ . KKJ

{ ↳ ⇒ ぱ 部産
l 1

と πG2 F G2
x

同様 にロ BFGC の を 取 り 除きと で

考 える
また

,
BJ

1
: J
'

F = x = y とおく

OAI
'

J
'

S OAEK
.
O BJ

'

K
'

SL BFG より

I
'

J' : E F = x = xty

J
'

K
'

の FG = x = xty

よて

I
'

J" EF = JK; FG
⇒ I 'JI :

J

'
K

= EF ? FG

= 4 : 2

= 2 : 1 ー ⑪



ここで □ IJK L の 周 の 長 さが 15 cm であるから
IJ + JK = 15 cm

m

□ IJK L の 周 の 長 さの 半分

IT
'
= IJ - 2

J
'

K = JK - 2

より

I'
J

' +
J

'
K
'

=

IJ - 2 + JK - 2

= IJ + JK - 4

=⑮ - 4 = 1cm

⑦ より

= st十JK"

= B × z7

= 87 cm

したがって

JK = JK '+ 2

= 07 + 2

=m



( 2 )

①

「
「

ヘ

p Q

点 B から EF に 垂線 を 下 ろした 足 を 点 P

点 B からに 垂線 を 下 ろした 足 を 点FG Q

とする

( い ) ② より
BP = 203 cm
FQ = 1 cm ⇒ = 1cmPM

したがて O BPM で 三平方 の 定理 より
ー

BM =√5- に
λ

V 12- 1

B 2
ー藻

F 丫 2G

.
J

I 24 チ議 産 ⑦ 議 問
1 l

⑩

1
\ ー

2
20 Q

.FMP



② 難問

断頭 三角柱 の 公 式 を 用 いる

i

1
C

丘 の 立体の 体積V は

at btC

a 1
V = S ×

3

-…

";"( ↑ ノ

面積 $



求 める 立 体 を

立体 AD - ABCD

立体 AD - ENOH

に 分割 する 。

R

,
⑪

S

0

「 釦
包



AD
,
BC

,
EH

,
NO のそれぞれの 中点 を R

, S
.

T
.

O

とする
。

立体 AD - ABCD

断頭 三 角柱 の 公式 より

体積 = ORSUXARTBSTNO
3

「ORSUX
RD T SCTUO

3

AD T BC TNO
= LRSU ×

3

彎 0

盛

立体 AD - ENOH

断頭 三 角柱 の 公式 より

AR ← +NOET
体積 = σ ×RTU

3

RD ← TUOTH
T」 RTU X

3



AD T EH - NO
= □ RTU ×

3

: : で ORSU と O RT U について

R ー

「 . ↓ Fan豆← BM の 長 さ 等 い

①

八 ィ

3 U

ORS U = I × 2 × r π =π cm
2

ORTU = ±× 3 × rπ =② Tcm :

よっと 求 める 体積 は

π×2 「 ②π×
2等

= 5 π+ 50π

=響～


